
八百津町ふるさと応援寄附金の 

令和元年度の活用実績を報告します。 
 令和元年度八百津町ふるさと応援寄附金に、全国各地の皆さまから、 

１６，０３１件  ２７４，３２４，７８２円 のご寄附をいただきました。 

 皆さまの熱い「声援・おもい」のこもったこの寄附金は、以下のように八百津町のまちづくりの各種事業に有

効に活用させていただきました。誠にありがとうございました。 

令和元年度八百津町ふるさと応援寄附金を活用した事業 
（事業費の一部として、以下の事業に活用させていただきました。） 

選択されたメニュー 件数 金額（円） 活  用  事  業 

１．笑顔で寄り添う福祉と 
健康のまちづくり 4,664 

45,933,000 
子育て支援と福祉の充実のため、赤ちゃんから中学校
卒業までの子どもや障がい者の方への医療費の助成、
学童保育事業、また、妊婦健診事業や長寿者表彰など
敬老の日記念事業に活用いたしました。 

30,000,000 令和２年度以降の事業に活用するため、「地域福祉基
金」に積み立て、今後活用いたします。 

２．快適な生活を過ごせる 
安心・安全なまちづくり 1,811 34,274,000 

災害に強いまちづくりを目指して、防災リーダー養成
講座の開催、自主防災組織の活動支援、可搬型無線電
話装置の整備、暮らしやすいまちの整備のため、町道
の改良事業、また、自然と共生したまちづくりを進め
るため、フレンドリーパークおおひら・五宝の滝など
の公園の管理費に活用いたしました。 

３．優しく郷土愛を育む 
歴史・文化のまちづくり 1,395 26,735,000 

将来を担う子どもたちの教育環境の充実のため、小・
中学校への支援員の配置、また、地域文化と生涯スポ
ーツの振興を図るため、指定文化財保護費の補助、芸
術文化団体への補助、スポーツ活動組織への支援に活
用いたしました。 

４．ともに考え、ともに創る 
魅力・にぎわいのまちづくり 1,025 17,548,000 

町民による主体的なまちづくり活動を応援するため、
協働のまちづくり事業への補助、観光振興の一環とし
て設置した無料Wi－Fi スポットに係る管理費、地域
プロモーション Web サイトの保守費用、町と連携し
て観光 PR や誘客の取り組みを行う観光協会への補
助、また、林業生産基盤の充実を図るため、間伐作業
路開設補助に活用いたしました。 

５．数千人もの命を救った 
杉原千畝「後生に伝えたい、 
平和の大切さを」 

1,323 
9,417,000 

杉原千畝氏がつなぐイスラエル（東京 2020 オリンピ
ックホストタウン）やリトアニアの文化や芸術をとお
した交流振興事業、また、広域観光ルートづくりのた
め、杉原千畝ルートＰＲ事業に活用いたしました。 

22,356,000 令和２年度以降の事業に活用するため、「杉原千畝記
念基金」に積み立て、今後活用いたします。 

６．八百津町のためになる 
ことならなんでも応援 5,813 

18,061,782 

少子化や定住対策として、新婚世帯への家賃補助や引
越費用の助成、空き家改修や空き家バンク登録促進の
助成、町の魅力や特色を生かした観光PR や誘客促進
を図るタウンプロモーション事業、また、基礎的なイ
ンフラである町道の側溝改良事業に活用いたしまし
た。 

70,000,000 令和２年度以降の事業に活用するため、「明日のまち
づくり基金」に積み立て、今後活用いたします。 

合  計 16,031 274,324,782  

（次ページへ続く） 



 
平成30年度に、「明日のまちづくり基金」に積み立てた「ふるさと応援寄附金」につきましては、取崩しを行

い、道路・交通網の整備のため、地域公共交通網形成計画策定事業に、住宅・宅地の整備のため、田舎暮らし体

験住宅事業に、観光の推進のため、観光施設整備事業（ファミリーセンター南公衆トイレ建設）に、学校教育の

充実のため、学校施設整備事業（小学校普通教室LED 化、中学校屋内運動場防水改修など）など、まちづくり

事業の事業費の一部にそれぞれ活用させていただきました。 
 
また、「杉原千畝記念基金」に積み立てた「ふるさと応援寄附金」につきましては、一部取崩しを行い、杉原千

畝氏が命のビザを発給した舞台となったリトアニア共和国大統領の来町記念式典の開催費用、リトアニア共和国

政府要人の来町受入費用、杉原サバイバー関係者来町受入費用、2020年の命のビザ発給80周年・杉原千畝生誕

120周年記念事業開催に向けた費用など、杉原千畝顕彰事業に活用させていただきました。 
 
ガバメントクラウドファンディング※ により同じく「杉原千畝記念基金」に積み立てた「ふるさと応援寄附金」

につきましては、一部取崩しを行い、人道教育を日本全国に発信するため、杉原千畝氏の関連書籍を配布すると

ともに、町外の小学校が記念館へ訪れる費用に活用させていただきました。 
※ 地方自治体がプロジェクト実行者として、事前にプロジェクト資金の用途を限定し、共感された方から寄附を募る仕組みです。 


